
六
十
五
回
目
の
「
敗
戦
の
日
」
が
、

第
三
日
曜
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
十

七
回
目
の
す
わ
り
こ
み
行
動
は
、

こ
の
日
を
ふ
ま
え
た
行
動
と
な
り

ま
し
た
。

恒
例
の
活
動
交
流
で
は
、
原
水

禁
世
界
大
会
参
加
者
、
通
し
行
進

者
か
ら
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
と
り

く
み
の
前
進
が
力
強
く
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ

し
い
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
と
「
か

わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」
の
朗
読
が
、

現
職
の
教
師
に
よ
っ
て
、
情
感
豊

か
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
平
和
の
歌
声
」
の
あ
と
「
撤
去

の
会
」
か
ら
「
沖
縄
と
と
も
に
声

を
上
げ
よ
う
、
横
田
基
地
も
い
ら

な
い
、
一
〇
・
九
市
民
集
会
」
へ

の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

三
十
五
℃
を
こ
え
る
猛
暑
の
中
、

地
元
福
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
冷

た
い
ス
イ
カ
や
麦
茶
が
参
加
者
を

励
ま
し
、
倒
れ
る
人
も
な
く
、
無

事
終
了
で
き
ま
し
た
。

日
米
政
府
の
「
合
意
」
に
断
固

と
し
て
Ｎ
Ｏ
！
を
つ
き
つ
け
、
普

天
間
基
地
の
即
時
撤
去
、
辺
野
古

へ
の
移
転
に
反
対
し
て
い
る
沖
縄

県
民
の
た
た
か
い
に
「
行
動
」
で

連
帯
し
て
い
く
の
が
、
十
月
九
日

の
集
会
で
す
。

沖
縄
の
た
た
か
い
の
現
状
、
日

米
政
府
の
動
き
、
マ
ス
コ
ミ
の
動

向
な
ど
を
リ
ア
ル
に
報
告
す
る

琉
球
新
報
の
若
手
の
滝
本
匠
記
者

の
講
演
「
沖
縄
か
ら
の
直
言
」
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
午
前

中
の
東
京
の
基
地
闘
争
の
原
点
と

も
い
う
べ
き
「
流
血
の
記
録
・
砂

川
」
に
も
期
待
の
声
が
届
い
て
い

ま
す
。
希
望
者
を
募
っ
て
の
基
地

め
ぐ
り
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
会
の
あ
と
、
横
田
基
地
に
む
か
っ

て
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
す
。
こ
ぞ
っ

て
の
参
加
を
強
く
呼
び
か
け
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
毎
月
第
三
日
曜
日

の
午
後
一
時
半
～
三
時
半
の
横
田

す
わ
り
こ
み
行
動
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
す
。

小
平
市
の
小
学
校
給
食
は
、
自

校
直
営
方
式
に
よ
り
安
全
で
お
い

し
い
給
食
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、
市
は
「
小
学
校

の
給
食
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
委

員
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
な
か
で

市
教
育
委
員
会
は
給
食
調
理
部
門

の
民
間
委
託
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
て
地
区
労
、
市
職

員
組
合
、
教
職
員
組
合
、
新
婦
人

が
中
心
に
市
民
に
も
よ
び
か
け
を

行
い
「
小
学
校
給
食
の
民
間
委
託

に
反
対
し
、
自
校
直
営
方
式
を
守

る
小
平
連
絡
会
」
を
結
成
し
、

「
営
利
目
的
の
民
間
企
業
で
は
、

お
い
し
く
て
安
全
な
給
食
は
守
れ

な
い
」
「
市
の
栄
養
士
が
受
託
会

社
の
調
理
員
に
直
接
指
導
す
る
と

偽
装
請
負
と
な
る
な
ど
の
問
題
が

あ
る
」
と
し
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。ま

た
会
で
は
五
月
に
市
長
へ
約

五
千
筆
の
署
名
を
提
出
し
、
欠
員

が
生
じ
て
い
る
正
規
給
食
調
理
員

及
び
栄
養
士
の
補
充
を
行
な
う
よ

う
要
求
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
九
月

か
ら
は
市
に
民
間
委
託
の
方
針
を

打
ち
出
さ
せ
な
い
た
め
、
ビ
ラ
を

作
成
し
て
地
域
や
駅
頭
で
宣
伝
す

る
と
と
も
に
、
学
区
ご
と
に
学
習
・

懇
談
会
を
開
催
し
て
広
く
市
民
に

こ
の
問
題
を
知
ら
せ
、
市
議
会
議

員
に
も
申
し
入
れ
を
お
こ
な
う
予

定
で
す
。

今
日
、
財
政
難
を
理
由
に
各
地

で
「
民
間
委
託
」
と
い
う
各
種
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
が
強
行

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
労
働
組
合
が
先
頭
に
な
り
、
運

動
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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三多摩地区労働組合連合協議会
立川市曙町１-１０-２

TEL042(523)3300
FAX042(523)3320

E-mail:santama-rouren@lime.plala.or.jp

１０・９市民交流会
１１：００～

映画「流血の記録 砂川」

１３：００～ 集会

１５：３０～ デモ 福生市民会館

※基地巡りは１０時に福生市民会館

ロビー集合 要申し込み

ＦＡＸ０４２８－２３－８４９４

西多摩労組連９／３０締め切り

くらしを・福祉を・子育てを壊す
「地域主権改革」一括法案

１０月２２日に三多摩学習交流会
「地域主権改革」一括法案は、４月に参議院を

通り、衆議院にまわされています。

４１本もの法律をいっきに変えて、最低生活基

準（ナショナルミニマム）を保障するために国が

やっている仕事を投げだし、国が決めている基

準をなくしてしまおうとするものです。

保育所の設備や運営の最低基準も自治体まか

せになり、ハローワークなど国の出先機関も廃

止されたり、地方任せにされたり、子どもたちや

私たちのくらしや仕事への影響は数えきれませ

ん。

しかし、「地域主権改革」一括法案の危険性は、

まだまだみんなに知られていません。

三多摩労連・三多摩春闘共闘・三多摩法律事

務所などは、共同して１０月２２日に専修大学教

授の 白藤博行さんを講師に招いて 学習交

流会を開きます。

これを機会に、みんなで学習を深め、分野ごと

の闘いを相互に連携し、地域主権改革にストッ

プをかける運動をおこしたいと思います。

１０月２２日（金） １９：００～
三多摩共同労働会館



働
い
た
時
間
ど
お
り
に
超
勤
手
当
を

払
わ
な
い
都
教
育
庁
を
訴
え
て
い
た
坂

本
さ
ん
の
勝
利
が
確
定
し
ま
し
た
。

「
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
」
七
月
二
十

八
日
午
後
一
時
十
五
分
、
東
京
高
裁
八

〇
八
号
法
廷
に
裁
判
長
の
声
が
響
き
ま

し
た
。
坂
本
さ
ん
は
、
高
裁
で
も
勝
利

判
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
三
月
二
十

五
日
に
東
京
地
裁
は
事
実
認
定
に
お
い

て
も
法
理
論
に
お
い
て
も
坂
本
さ
ん
の

主
張
を
認
め
、
超
勤
手
当
を
支
払
う
よ

う
命
ず
る
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
が
、

東
京
都
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
控
訴
し

て
い
ま
し
た
。
東
京
高
裁
に
は
、
団
体

署
名
二
百
六
十
三
団
体
、
個
人
署
名
一

万
六
八
九
〇
筆
が
提
出
さ
れ
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た
。

最
高
裁
判
所
へ
の
上
告
期
限
は
八
月

十
一
日
で
し
た
が
、
被
告
東
京
都
は
最

高
裁
へ
の
上
告
を
断
念
し
高
裁
の
勝
利

判
決
が
確
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
坂
本
さ

ん
の
裁
判
と
そ
れ
を

支
え
た
職
場
、
地
域

の
運
動
の
成
果
で
す
。

坂
本
さ
ん
は
立
川
労

連
に
参
加
し
て
い
る

自
治
労
連
都
庁
職
教

育
庁
支
部
三
多
摩
分

会
の
組
合
員
で
、
立

川
労
連
も
支
援
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
都

教
育
庁
の
超
勤
予
算

は
、
平
成
二
十
一
年

度
に
約
一
億
円
、
二

十
二
年
度
に
約
五
千

万
円
増
額
さ
れ
、
す

で
に
ほ
と
ん
ど
の
職

場
で
ほ
ぼ
全
額
が
支

払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
成
果
は
、
公
務

職
場
か
ら
不
払
い
残

業
を
な
く
す
た
た
か

い
に
大
き
な
意
義
を

持
つ
も
の
で
す
。

沖
電
気
八
王
子
工
場
は
、
一
九
六
〇

年
、
八
王
子
市
が
多
額
の
資
金
を
投
入

し
て
誘
致
し
た
企
業
で
、
市
民
の
雇
用
、

地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
は

た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
沖
電
気
が
、
二
〇
〇
八
年
十
月
、

半
導
体
部
門
を
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
と
し
て
分
社
化
、
同
時
に
京
都
の
ロ
ー

ム
社
が
、
株
式
の
九
十
五
％
を
買
収
し

ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
の
社
長
は
、

「
労
働
者
の
労
働
条
件
は
変
わ
る
こ
と

な
く
承
継
さ
れ
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

そ
の
年
の
十
二
月
に
は
、
労
働
条
件
の

改
悪
、
人
減
ら
し
合
理
化
が
強
行
さ
れ
、

二
〇
〇
九
年
二
月
に
は
、
労
働
者
の
半

数
を
解
雇
、
残
り
の
約
八
割
を
ロ
ー
ム

各
工
場
、
事
業
所
に
配
置
転
換
し
、
Ｏ

Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
本
体
（
八
王
子

工
場
）
の
解
体
を
意
味
す
る
「
構
造
改

革
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
態
の
中
で
、
二
〇
〇

九
年
四
月
二
十
日
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ

セ
ミ
労
働
者
と
連
帯
し
て
学

者
・
弁
護
士
・
労
働
組
合
、

市
民
団
体
等
広
範
な
人
々
が

結
集
し
、
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
の
仲
間
と
連
帯
す

る
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

同
年
六
月
に
は
、
京
都
総
評

の
支
援
を
受
け
、
株
主
総
会

で
の
宣
伝
行
動
を
成
功
さ
せ
、

ロ
ー
ム
本
社
へ
二
つ
の
要
求

で
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
家
族
の
生
活
が
息
づ
く

八
王
子
で
働
か
せ
て
！

２
．
京
都
と
同
じ
よ
う
に
八

王
子
の
経
済
を
考
え
て
！

と
。

二
〇
〇
九
年
七
月
に
は
「
誘
致
企
業

沖
電
気
の
動
向
と
地
域
経
済
を
考
え
る
」

シ
ン
ポ
を
一
〇
〇
名
を
超
す
参
加
で
開

催
。
市
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
中
で
、

シ
ン
ポ
に
は
副
市
長
お
よ
び
産
業
振
興

部
長
も
参
加
。
こ
の
シ
ン
ポ
の
成
功
が
、

そ
の
後
の
局
面
を
変
え
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
成
功
を
背
景
に
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ

ミ
・
ロ
ー
ム
両
社
長
に
、
各
三
千
通
の

ハ
ガ
キ
を
届
け
、
粘
り
強
く
折
衝
し
、

ロ
ー
ム
社
の
労
務
担
当
総
務
部
長
と

「
連
帯
す
る
会
」
代
表
と
の
面
談
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

で
頑
張
る
二
人
の
仲
間
が
、
定
年
後
の

再
雇
用
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
運
動
の
中
で
、
今
年
の
株

主
総
会
に
参
加
し
た
「
連
帯
す
る
会
」

会
員
の
質
問
に
、
ロ
ー
ム
の
新
社
長
が

「
八
王
子
事
業
所
の
こ
れ
以
上
の
縮
小

は
な
い
」
旨
の
回
答
を
す
る
な
ど
、
大

き
な
成
果
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。
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都

教

組

西

多

摩

支

部

は

、

こ

の

夏

「

教

育

パ

ン

フ

、

は

な

し

あ

い
の
た
ね
」

を

作

成

し

た

▼

「

私

た
ち
の
こ
と
」
「
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
」
「
『
四
七
教
育
基
本

法
』
を
葬
り
去
れ
」
「
詰
め
込

み
教
育
復
活
の
な
か
で
」
「
習

熟
度
別
授
業
」
「
す
べ
て
の
教

科
で
道
徳
を
教
え
よ
」
「
上
意

下
達
の
学
校
」
「
ま
ず
は
、
つ

な
が
り
語
り
合
う
こ
と
か
ら
」

の
八
話
構
成
で
あ
る
▼
ど
こ
か

ら
読
み
始
め
て
も
わ
か
る
パ
ン

フ
の

第

二
話

で

は

・

・
・

。

〈
文
科
省
が
「
三
割
の
子
が
わ

か
れ
ば
い
い
」
「
わ
か
ら
な
い

の
も
個
性
」
と
『
新
学
力
観
』

を
叫
び
た
て
、
指
導
主
事
が
あ

ち
こ
ち
で
『
指
導
』
に
走
り
回

り
、
現
行
の
新
学
習
指
導
要
領

が
実
施
さ
れ
た
時
期
か
ら
、
子

供
た
ち
の
学
習
や
生
活
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
の
変
化
が
見
え
始

め
た
〉
▼
〈
東
京
の
養
護
の
先

生
が
小
・
中
学
生
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
『
最
近
の

あ
な
た
の
心
と
体
の
よ
う
す
に

つ
い
て
あ
て
は
ま
る
も
の
は
？
』

の
問
い
に
、
小
・
中
学
生
と
も

第
一
位
は
「
眠
い
」
（
小
・
五

十
三
％
、
中
・
七
十
六
％
）
第

二
位
は
「
横
に
な
っ
て
休
み
た

い
」
（
小
・
三
十
四
％
、
中
・

四
十
九
％
）
。
元
気
盛
り
の
子

ど
も
た
ち
が
、
ま
る
で
仕
事
に

疲
れ
き
っ
た
大
人
の
よ
う
に
訴

え
て
い
ま
す
〉
▼
こ
の
よ
う
な

状
態
の
中
で
、
明
日
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
。
勉
強
に
つ
い
て
こ
ら

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
、
疲
れ
き
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
、

み
ん
な
で
真
剣
に
考
え
て
み
よ

う
で
は
な
い
か
。

え
ん
ぴ
つ

勝利判決に沸く支援者と坂本さん（前列左から2人目）


